
（款）　 （項）　5土木管理費 （目）　5土木総務費

◎道路管理の経費

【総合計画上の位置づけ】

【事業の目的】
対象

意図

効果

【事業の内容】
(1)

・
・
・
・

【事業費】

主な支出内訳
・

　　４級基準点測量　25,101.3m、（同伐採あり）1,263.6m、石標埋設復元 91本
　　金属標埋設復元 228枚、金鋲埋設復元 343本、境界点復元測量 698点
　　地形測量 2,291.6m、検査探索 2,686点　　外

　滑川境界復元業務委託料
　街区基準点復元業務委託料

道路状況の経年変化に伴う道路台帳の補正や認定路線網図の補正を行った。

境界復元や開発等の境界設置に使用する境界杭等を購入した。

0
　土地境界査定図管理システム賃借料 3,017

　土地境界査定図管理システムソフトウェア保守業務委託料 867
　土地境界査定図管理システム機器保守委託料 81

0

　境界杭等原材料費 899

6,090
　都市基準点機能回復測量業務委託料 0
　道路台帳補正及び認定路線網図作成等業務委託料

　法定外公共物等所管確認事務アルバイト賃金 1,052
34,407　境界杭復元等業務委託料

140

道路台帳整備事業

46,553 46,553 46,413
支出済額 翌年度繰越額

亡失や位置ずれ等が生じた既存境界点の復元や開発等における境界点の設置を行った。
道路及び水路等の境界査定図を管理・交付するためのシステムを運用した。

（単位：千円）

不用額当初予算額 予算現額

道路台帳整備事業

市民等

道路法で調製及び保管が義務付けられている道路台帳の整備を行い、道路管理上の基礎
的事項を総括して把握するため。

良好な道路管理が可能となり、住民サービスの向上が図れる。

45土木費

道路台帳整備事業 【 道水路管理課 】

安全で快適な生活が送れるまち
道路整備：歩行者と車が共存できる交通環境のまち



事務事業

№/名　称
事務事業 272 道路台帳整備事業

単　　　位

主管課 道水路管理課 関連課

分野名 安全で快適な生活が送れるまち

目標
（目標値）
人口等の データ区分

データ 人　　　口
世　帯　数

運営資源 決算値

状　　　況 （国　・　県）

（負担金等）

（一般財源）

人員配置数

人 件 費

協　働　の
パートナー

事務事業
運営経費

市民１人当
りの経費

対象者１人
当りの経費

　２０年度事務事業の変更点（新規・廃止・縮小した個別事業）/事業仕分けの視点による妥当性の評価

変更額（千円） 妥当性※

※妥当性の評価

① 必要性なし

② 民間

③ 国・県

④ 現行どおり(鎌倉市)

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 105 105 105

実績値 118 109

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

　　評価　　◎：目標を達成　　○：目標に向かって前進している　　△：横ばい　　×：後退している

　ベンチマーク（県内外自治体や民間団体との比較値）

団体名 横須賀市 相模原市 小田原市 平塚市 藤沢市 茅ヶ崎市 鎌倉市
道路台帳の電子化 電子化済 電子化済 電子化済 電子化済 検討中 検討中 検討中

個別事業名

２０年度

事業の変更点・変更理由

指　　標

１９年度 １８年度

175,902人 175,051人

指　　標

復元測量処理件数

指　　標

■サービス部門

□支　援　部 門

ザイムス
コード及び
個別事業
名

176,484人

評価

評価

評価

都整-06 道路台帳整備事業

・各年4月1日

77,430世帯 76,536世帯 75,611世帯

◎

37,619千円
4.0人4.0人 4.0人

36,083千円

82,496千円 80,606千円

36,735千円

評価

最終年度（　　年度）

39,965千円 

39,965千円

22年度 最終年度（  年度）

より高度な道路台帳の構築により道路管理行政の充実を図る。

105

77,584千円総事業費

46,413千円 43,871千円 

46,413千円 43,871千円

467円 458円 443円

105

最終年度（　　年度）

平成21年度事務事業評価シート

22年度

22年度

指　　標

22年度 最終年度（　　年度）

備　　考



A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 E:事業完了 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 有

A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 E:事業完了 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 有

担当部名 部長名

創意・工夫・
課題等改善
状況

（上記対応できなかった課題・問題点について今後どのように対応（改善）していきますか）

平成21年度事務事業評価シート

二次評価（部長評価）

今後の方向性

担当課長氏名： 道水路管理課課長代理　小柳出延之

平成２２年度着手予定の地籍調査（官民境界先行型）により道水路等の境界座標につい
て世界測地系対応を行う。
地籍調査事業の補助を利用した道路管理システムの構築を検討し、この中で鎌倉市都市
基本図・道路区域線図の補正更新についても検討する。

道路台帳の一部である、鎌倉市都市基本図・道路区域線図が未更新の状態である。
当市の道水路等境界点の座標が、測量法改正（平成１４年度）に伴う世界測地系に対応し
ていない。

（20年度事務事業を実施するうえでの課題・問題点は、どのようなことでしたか）

（課題・問題点についてどのような創意工夫、改善をしましたか。また、どのような成果がありましたか）

（20年度事務事業の取組において対応（解決）できなかったものはどのようなことですか）

地籍調査事業（官民境界先行型）が実施計画事業として採択されたことで、当該事業を利
用して、道水路等境界座標の世界測地系対応が可能となった。
また、当該事業を行うことで、同事業の補助金を利用したＧＩＳ（道路管理システム）構築へ
の道筋が出来た。

課題・問題点

未解決の課
題・問題点

今後の方針
（対応・改善）

創意・工夫・課
題等の改善点
20年度の成果

Ａ

道路台帳の一部である、鎌倉市都市基本図・道路区域線図が未更新の状態である。
道水路等境界点の座標が世界測地系に対応していない。

都市整備部 高橋　洋

一次評価（課長評価）

Ａ

今後の方向性
道路台帳の調整は、道路法第２８条に規程されている道路管理者の義務であり、将来的には道路管理シ
ステムの導入も含めて拡充する。

地籍調査事業により境界点の世界測地系対応を図ると伴に、同事業を活用して道路管理システムを導入
することで、道路台帳を拡充し、住民サービスの向上を図る。


